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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：オーファン受容体。おそらく侵害受容ニューロンの機能に関与している。疼痛の感覚や調節を含む、侵害受容機能および／または発達を制御する可能性がある。BAM22（ウシ副腎髄質ペプチド22）およびBAM（8-22）などのエンケファリンによって強力に活性化される。BAM22は最も強力な化合物であり、安定的にトランスフェクトされた細胞において、用量依存的に大量の細胞内カルシウム放出を誘発した。G(alpha)qタンパク質はカルシウムシグナル伝達経路に関与している。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。Masサブファミリー。,組織特異性：小型の背根感覚ニューロンおよび三叉神経感覚ニューロンのサブセットに特異的に局在する。,機能：オーファン受容体。おそらく侵害受容ニューロンの機能に関与している。疼痛の感覚や調節を含む、侵害受容機能および／または発達を制御する可能性がある。 BAM22（ウシ副腎髄質ペプチド22）およびBAM（8-22）などのエンケファリンによって強力に活性化されます。BAM22は最も強力な化合物であり、安定的にトランスフェクトされた細胞において、用量依存的に大量の細胞内カルシウム放出を引き起こしました。G(α)qタンパク質はカルシウムシグナル伝達経路に関与しています。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属します。Masサブファミリーに属します。,組織特異性：小型後根神経および三叉神経感覚ニューロンのサブセットに特異的に局在します。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	MRGX1抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	MRGX1抗体を用いたMCF-7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

